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ジャズとその コンテ クス トにかんす る覚 え書 き

「正常化」時代 のチェコスロヴ ァキアにお ける ジャズ ・セ クシ ョンの

活動につ いて(4)

赤塚若樹

1

『国 家社 会 主義 にお け る ジ ャズ の 意 味』 と題 され た 論 文 集 に お い て、 編 者 の ゲ ル

トル ー ト ・ピ ックハ ン とリ ュー デ ィ ガー ・リ ッ ター ドイ ツ の歴 史 学者 ど ドイ ッ

の音 楽 学 者 はそ の 序 文 をつ ぎの よう に書 き始 め て い る。

ジャズはたんなる音楽であったことは一度たりともない。そこには最初か

らさまざまな付加的な意味が染みこんでいた。それゆえにジャズにあらわれ

た思想や立場が支持者か らも反対者からも、音楽を創 り出す音楽家からにせ

よ、それについて書いた人びとか らにせ よ、つねに熱烈な反応を惹 き起 こし

てきたことは驚 くにあたらない。議論されていたのは、音楽美学 と主観的判

断一 た とえばあるタイ トルないしスタイルが快いかそうでないか の問

題だけでなく、よ'り幅広い論点もであった。というのも、ジャズは何 らかの生

活様式や習慣と結びついていたからである。それは同時代の音楽シーンに挑

んでいた。そのうえ、同時代の社会に固有の道徳的価値 を問題 にした。す ぐ

に嫌悪や拒否が表明されたが、強い関心や支持もまたそれ以上に表明された。

ジャズはそもそも最初から存在それ自体によって社会を分裂させていた。(1)

これはジャズという音楽ジャンル、音楽形式について、いわば一般論としていえ

る言葉であって、それが演奏され、聴かれ、そしてそれについて書かれ、読まれる

環境がどのようなものであってもあてはまるにちがいない。しかしながら、この論

文集がテーマとしているような 「社会主義」圏であれば、なおさらその 「意味」が

大きな役割を担ってしまうことも容易に想像できる。当然なが ら、「正常化」時代

のチェコスロヴァキアにおいても、ジャズはたんにひとつの音楽ジャンルであると

いうだけにはとどまらなかった。ましてそのジャズを管理する組織となれば、体制

(1)PickhanandRitter』``Introduction
,"7.
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側から 「嫌悪」や 「拒否」の対象とみなされるようになっても、まったく不思議

はない。今回ジャズ ・セクションにかんする研究にひと区切 りをつけるにあたり、
一種断章的な覚え書きのかたちを取ることによってよりとらわれのない立場から、

ジャズ ・セクションの音楽活動の特徴を(再)検 証し、あわせて今後も機会をみつ

けて検討していくべきいくつかの課題を確認 していくことにしたい。

2

ピックハンとリッターはこの引用の少しあとで、新 しく生まれたソヴィエ ト連邦

においては1920年 代か らジャズが目立った場所を占めていたといい、そこでそれ

はアメリカ合衆国の象徴とみなされ、きわめて重大な 「他者」として機能 していた

と語っている(2)。それによって惹き起こされる議論は音楽そのものよりも、むし

ろソヴィエ ト連邦を一方で 「階級の敵」アメリカ合衆国と、他方で 「旧い」ヨーロッ

パとどう対置させるのかという問題にかかわるものだった。ふた りの編者によれば、

ジャズはそこで多 くの意味を担ってお り、一方では賞讃者が、他方では敵対者がそ

の意味を利用 した。賞讃者にとってジャズは自由をあらわし、敵対者にとってそれ

はおもに4つ の点で人びとを挑発 した。すなわち(1)セ クシュアリティ、性的な

とらわれのなさ、(2)「 プリミティヴ」で 「異質」な性格、(3)ア メリカという象

徴的な意味、(4)社 会主義 リアリズムと相容れない美的現象、という4点 である。

それぞれについてピックハンとリッターは以下のようなことを述べている

(1)ジ ャズは最初からセクシュアリティと密接に結びついており、その結果、体

制派からは拒絶されてしまった。伝統的な家族という枠組みを越える性的な自由と

生活様式につながっていくからである。たとえば作家のマクシム・ゴーリキイはジャ

ズを 「ポルノグラフィ」と呼び、拒絶している。

(2)音 楽的教養のある知識人や、音楽のすでに確立された領域で活躍する作曲家
　 り こ 　 　 つ

からすると、ジャズは原始的で未発達なものにしかみえなかった。また(こ れは支

持を得る理由でもあったが)ジ ャズは異質な性質をもつものとして激しい反対を惹

き起こした。

(3)ア メリカのジャズの異種混清的な形式はヨーロッパのエリー トが伝統的に抱

いてきた文化の概念に異議を唱えるようなものだった。またジャズはアメリカの芸

術形式、アメリカ支配の象徴とみなしうる点でソヴィエ ト連邦では問題視されるも

のとなっていった。

elこ の セ ク シ ョ ン の 記 述 はibid
.,7-9に も とつ く,,
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(4)美 的現象としてのジャズは社会主義リァリズムという支配的な理論的枠組み
　　　　　　　　　

を拒否するものだった。ジャズは基本的に器楽曲であり、その性質は抽象的なも

のなので、内容が大衆にはたらきかけるわけではなかった。

チェコスロヴァキアにおけるジャズ ・セクションの活動にかんするかぎり、表現

形式としての音楽のみが問題 となるわけではなく、ほかの芸術ジャンルやメディア

の問題も大 きくかかわってくるが、ジャズが持っているこのような要素、性質、傾

向についてはあらためて目を向けておいてよいはずだ。

3

しかしながら、その一方で、ジャズは東西どちらの陣営 もそれぞれの利益 ・関心

を増大 させるための 「文化的武器」として都合 よく利用 しようとした。いいかえれ

ば 「プロパガンダの道具」となったということである(3)。ロシアない し東側はた

だたんにジャズをアメリカもしくは西側の思想、「自由」を表現する音楽 として排

除しようとはしておらず、プロパガンダ戦略に組み込もうとした。その観点か らす

ると、東西の冷戦は 「20世紀 ヨーロッパにおけるジャズの発展にとって最大の促

進者」(4)ともいうべ きものとなる。「正常化」時代のチェコスロヴァキアにおけるジャ

ズ ・セクションの活動について検討するさいには、このような視点にも留意 してお

いたほうがいいだろう。

4

60年 代 に ア メ リカ、イ ギ リス を中心 とす る西 側 で 若者 文 化(ユ ー ス ・カル チ ャー)

を代 表 し象 徴 す る もの と な っ た ロ ック との か か わ りに も じつ に興 味深 い もの が あ

る。 と くにチ ェ コス ロヴ ァキ ア で は1970年 代 半 ば に ジ ャズ ロ ック と呼 ばれ る音 楽

形態 に大 きな 関心 が 寄せ られ た 。 ジ ャズ ・セ ク シ ョ ンも 自分 た ちが 主催 す る ジ ャズ ・

フェ ステ ィバ ル、プ ラハ ・ジ ャズ ・デ イ ズ で大 き く取 り上 げ 、そ の なか で ワー ク シ ョッ

プ も開催 して い る。 ス ロ ヴ ァキ ア の音 楽研 究 者 ペ テ ル ・モ テ ィチ カが い うに は、

時 間 の経 過 と とも に、 ジ ャズ ロ ック ・ワー ク シ ョップ は プ ラハ ・ジ ャズ ・デ イ

ズ の な か で もっ と も重 要 な要 素 と考 え られ る よ う にな る だ ろ う。 そ れ は1960

年代 の チ ェ コス ロ ヴ ァ キ ア にお け る ジ ャ ズ の捉 え方 を 変 え、 ジ ャ ズ ロ ック と

(3)PickhanandRi厩"Introduction
,"10-12;Ritter,"JazzinStateSocialism,"19-23.

(4)PickhanandRitter
,"Introduction,"12.
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音 楽 的 な ら び に非 音 楽 的 実 験 を とお して、 当 時 の ヨー ロ ッパ の流 行 を しめ し

て くれ た。(5)

さて、 そ の ロ ックにつ い て だが 、 ハ ンガ リー の社 会 学 者 ハ ヴ ァデ ィ ・ゲ ルゲ ー は

ハ ンガ リー ・ジ ャ ズ を論 じなが らつ ぎの よ う に述 べ て い る 「1950年 代 に ア メ

リカで 始 ま り、 そ の後 ヨー ロ ッパ 中 で もみ られ る よう に なっ た ロ ッ ク ンロー ル の拾

頭 と普 及 の おか げ で 、政 治 の注 意 は ジ ャズか ら逸 れ てい くよ うに なっ た。 西 洋 文化

の催 眠状 態 に誘 う阿 片 で は な くな っ たか らだ」(6)。 この言 葉 はチ ェ コス ロ ヴ ァキ ア

を は じめ とす る ヨー ロ ッパ の ほか の社 会主 義 国 に もあて は まる にち が い ない 。興 味

深 い こ とに、 そ して あ る意 味 で は逆 説 的 な こ とな が ら、 ま さに この よ うな状 況 のお

か げで す なわ ち社 会 的 な意 義 を失 っ たが ゆ え に、 当 局側 か ら睨 まれ る こ とが な

くな った ため に 、ふ た た び公 然 と姿 をみ せ る こ とが で きる よ うに もな った 。

ロ ック ・ミュ ー ジ ックが す ぐに体 制 に とっ て は ジ ャズ よ りも は るか に危 険

な も の とみ な さ れ る よ うに な り、 ジ ャ ズ は そ の 後 自分 の社 会 的 な 居 場 所 を大

き く して い っ た。 しか しチ ェ コ ス ロ ヴ ァキ ア で は ジ ャズ ・セ ク シ ョンの メ ン

バ ーg)一 部 が ロ ック の要 素 を ジ ャ ズ に統 合 し、 い わ ゆ る ジ ャズ ロ ッ クの ほ う

を好 む よ うに な っ た。そ れ は 当時 、主要 な ジ ャズの ス タイ ルの ひ とつ とな っ た。

そ の 結 果 、 ジ ャ ズ ・セ ク シ ョンの 音 楽 は若 い聴 衆 を そ の 後 も惹 きつ け て い っ

た が 、他 方 で ジ ャズ の 「純粋 な」 ス タ イ ルの ほ う を好 む者 た ち は 他 の と ころ

に 目を向 け な け れ ばな らな くな っ た。 切

ジャ ズ とロ ックは ふ たつ の異 な る文 化 を か た ちつ くって お り、本 質 的 に は相 容 れ

な い もの だ った が 、 ジ ャ ズ ・セ ク シ ョ ンは そ の幸 福 な出 会 い を演 出 した の だ った 。

ピ ックハ ン と リッ ター に よれ ば、 両 方 の 陣営 か ら受 け入 れ られ たの は 少数 の ミュ ー

ジ シ ャ ンだ け で、 そ の ひ と りは イ ジー ・スチ ヴ ィー ンだ っ た(8}。 こ う した状 況 は

ど うあ れ、1970年 代 の チ ェ コス ロ ヴ ァキ ア に お け る ジ ャズ ロ ッ クの興 隆 は いず れ

きちん と検 証 す べ き興 味 深 い文 化 現 象 で あ る こ とは ま ちが い な い。 この ま ま も うす

こ しジ ャズ と ロ ックの か か わ りにつ い てみ て お くこ と にす る。

c5)Motyδka
,"TheJazzSection-APIatformofFreedominCzechoslovakia,"218.

{6)H
avadi,"lndividualists,Traditionalists,Revolutionaries,orOppo血lnists?"140.

(7)Pi
ckhanandRitter,``lntroduction,"14.

tS,Ibid
。
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論 文 集 『国家社 会 主 義 に お け る ジ ャズ の意 味』 に収 め られ た 「ジ ャズ ・セ クシ ョ

ン ジ ャズ を通 して の崩壊 」 の なか で、 モ テ ィチ カ は ジ ャズ と ロ ックの微 妙 な 関

係 につ い て も論 じて い る。彼 はそ こで ロ ック ・シ ンガー の ヴ ラ ジ ミー ル ・ミシー ク

が 「ジ ャズ メ ン とロ ック ・ミュ ー ジ シ ャ ンの 緊張 関係 」 に つ いて 語 るつ ぎの よ うな

言 葉 を引 い てい る。

関係は同僚がそれぞれ平等に責任や権限を持つようなものではなかったので、

とくに正統派のジャズメンは軽蔑を隠さなかった。プラハ ・ジャズ ・デイズは

ある意味では人びととさまざまな考えが自然発生的に出会う場所であり、私

たちはそれが心地良かった。ジャズとロックは当時、肩を並べて共存 していた。

おたがいにインスピレーションを与え合ってお り、その融合が顕著になって

きたのはジャズ ・セクションを通してだった。私たちはアンダーグラウンド

では行動 しなかった。ジャズ ・セクションのように法の許す範囲で行動 した

かった。 しか し徐々に多 くの問題を抱えるようにな り、1983年 に私は活動を

禁止 ざれてしまった。バンドのメンバーだちはプレイしつづけることができ

た。私だけが問題だった。たぶん私のキャリアのなかでいちばん劇的な瞬間は、

活動を禁止 された直後、国家保安局 〔秘密警察〕に協力すればステージに戻

れるといわれたときだ。拒否したら、おそらく二度とプレイできず、私の音

楽 も忘れられてしまうということもわかっていた。運よく活動禁止は2年 で

終わった。(9)

わ た しは これ まで こ う した 証 言 はあ ま り目 に した こ とが な か っ た が、 た しか に

ジ ャズ と ロ ッ クの ミュ ー ジ シ ャ ンが そ れ ぞ れ の ス タ イ ル を保 ち なが らコ ラ ボ レー

シ ョ ン し、成 功 を収 め た例 は そ れ ほ ど多 くない か も しれ な い(そ の 先 駆 的 な成 功

例 の ひ とつ に、 ミシ ー ク が創 立 メ ンバ ー の ひ と りだ っ た ロ ック バ ン ド、 ブ ル ー ・

エ フ ェ ク トとス チ ヴ ィー ンが 在 籍 して い た ジ ャズQプ ラハ が 共 演 した ア ル バ ム

『CONIUNCTIO』[1970]が あ る)。 技 術 的 な こ とを考 えれ ば、 そ れ もあ る程 度 は致

し方 ない 部分 もあ るだ ろ うが 、そ の 後 ジ ャ ズ ・セ ク シ ョ ンの も とで は、た しか に ジ ャ

ズ ロ ック と呼 ばれ る 音 楽形 式 で の演 奏 が(ジ ャズ寄 りの ミュー ジ シャ ンを 中心 に)

あ る時 期盛 ん に行 な われ る よ うに な る。

〔9)Mot
y6ka,"TheJazzSection:DisintegrationthroughJazz,"161-162。
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6

実 際 に はた とえ ば プ ラハ ・ジ ャズ ・デ イズ で起 こっ て い る こ とをす べ て監 督 で き

て い た わ けで は ない が 、 当時 、 当 局側 はあ らゆ る こ とを管 理 下 に置 こ う と し、 あ ら

ゆ る イベ ン トの あ らゆ る こ とが らをす べ て 詳細 にチ ェ ック しよ う と した 。 た とえば

全体 の演 出法 、正 確 なプ レイ リス ト、 個 々の楽 曲の 歌詞 、 ポス ターの デ ザ イ ンな ど

だ が 、歌 詞 につ いて は 実 際上 は検 閲 を受 ける とい う.ことであ り、事 前 に承 認 され な

け れ ば ス テー ジで歌 う こがで きな か っ た。 この よ うな状 況 に対応 し、 検 閲 を逃 れ る

た め に、 多 くの ミュー ジシ ャ ンが歌(詞)の あ る楽 曲 を取 り上 げず 、 ジ ャズ ロ ッ ク

の イ ンス トル メ ンタル に専 念 した 。(10)

7

チ ェ コ(ス ロヴ ァキ ア)の 「1970年 代 か ら1980年 代 の オ ル タナ テ ィヴ音 楽 シー

ン」 を検 証 す る論 文 の なか で 、 ヨゼ フ ・ヴル チ ェ ク は、 オ ル タナ テ ィ ヴ文化 の 第2

世代 が ジ ャズ ・セ ク シ ョ ンを中 心 に形 成 され た もの とみ な して い る。

オルタナティヴ文化の第2「 世代」とみなしているのは1970年 代半ばにと
せ　り　

くに プ ラハ で 誕 生 したバ ン ドとそ の伸 問 で あ る。 プ ラス テ ィ ッ ク ・ピー プ ル
せ 　 り 　

の 仲 間 の 範 囲 は狭 いが 、 第2世 代 にお い て はい くつ か の 自立 した グ ル ー プ が

み い だ され 、 そ れ らは ジ ャズ ・セ ク シ ョ ンとそ の コ ンサ ー ト活 動 の お か げ で

結 び つ くこ とが で きた。 す な わ ち、 と くに ブ ル ー ス、 ソ ウ ル、 そ して の ち に

は レゲ エ を志 向 した、 ハ ンス パ ウ ル カ地 区 のサ ー ク ル と、 そ れ ぞ れ別 々 に 活

動 をつ づ け て い る グ ルー プ、 エ クス テ ンポ レ とス テ フ リー クの周 辺 の 、 実験

音 楽 の 動 き に近 い サ ー ク ルで あ る。 最 後 の 段 階 で ジ ャズ ・セ ク シ ョ ンに近 い

バ ン ドの 列 に加 わ った の は最 初 の ニ ュー ウェ イ ブの 集 団 だ った。(ω

ジ ャズ ・セ ク シ ョンが この よ うに さ ま ざ まな ジ ャ ンル の ミュ ー ジ シ ャ ンが 交 流 す る

た め の場 を提 供 して い た とい う事 実 に はあ らた め て注 目 して お くこ とに しよ う。

こ の引用 は オル タナ テ ィ ブ音 楽 シー ンの第2世 代 に か んす る ものだ が 、 こ こに登

場 している プ ラス テ ィ ック ・ピー プ ル ・オ ブ ・ザ ・ユ ニ ヴ ァー スが ほ か で も ない第

1世 代 に あた り、結 成 され た の は1968年 だ っ た。この バ ン ドの 名 前 は フ ラ ンク ・ザ ッ

(10)Ibid
.,163.

(ii)V16ek
,`『Hudebnialternativnisc6nysedmdesatYcha20smdesatYchlet,"221.
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パ が 率 い るバ ン ド、 マ ザ ー ズ ・オ ヴ ・イ ン ヴェ ンシ ョンの ア ルバ ム 『アブ ソ リュー

ト ・フ リー』(1967)の 第1曲 目の タ イ トル(「 プ ラス テ ィ ック ・ピー プル 」)か ら

取 られ て い る。 ヴ ルチ ェク に よれ ば 、当時 、生 まれつ つ あ っ た オ ル タナ テ ィ ヴ ・シー

ンは 完全 に フ ラ ンク ・ザ ッパ の 影響 下 にあ り、 少 し年齢 が 上 で 、多 少 経験 の あ るア

ンダー グ ラ ウ ン ドの 音 楽家 は、 ヴェ ル ヴ ェ ッ ト ・ア ンダ ー グ ラ ウ ン ドや フ ァ ッグス

な ど、 ニ ュ ー ヨー クの 一 派 を支持 して い た とい う(12)。 ヴル チ ェ ク はザ ッパ につ い

て さ らにつ ぎの よ う に も述 べ て い る。

ザ ッパは発言や文章だけで もロックの狼籍者だったが、音楽はうまく組織 さ

れ、構成されていた。たぶんそのためにルー ・リー ドとのちにはブライアン・

イーノが彼をいくぶん冷ややかな目でみた。だが、英米のシーンの舞台裏のこ

となどほとんど知らないチェコの音楽家たちにとって、彼は理想的な人物だっ

た。彼の音楽はいかなる状況においてもロックであ りつづけたが、それにもか

かわらず、とくに現代音楽(ス トラヴィンスキイ、ヴァレーズ)と のいくつも

の有機的なつなが りをみせてくれた。これは、60年 代のジャズの擁護者たち

が立てた前述の戦略のなかで成長 した若者にはとてもふさわしいものだった。

そして重要なことに、ザッパは70年 代半ばには、当時ジャズ ・セクションに

おいて 「流行って」いたジャズロックの実験 もしていた。旧)

チェコ(ス ロヴァキア)の オルタナティヴ文化へのザ ッパの影響というテーマが時

間をかけて検討すべきものであることは疑いを容れない。それを軸にオルタナティ

ヴ音楽シーンを読み解いていくことさえできるのではないかと思えている。

8

ところで、これまで何度か出てきた 「オルタナティヴ」という言葉は、この文脈

では、既存のものに代わる価値を打ち出し、ときにオフィシャルなそれとは相容れ

ない動きのことを指 している。こうした動きをあらわす言葉は、それぞれ力点の置

き方は異なっているが、ほかにもい くつかある。チェコ(ス ロヴァキア)の 戦後の

「社会学的主題としてのオルタナティヴ文化」を概観するヨゼフ ・アランが書いて

いる以下のような件 りを読むと、たとえばどのような言葉が同様の意味合いでもち

(12)Ibid
.,212.

q3)Ibid
.,224.
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いられているのかがとてもよくわかる 「そしてこの環境には、文化的(芸 術的、

精神的、見解の、創造的)「他性」を帯びたさまざまな形式が位置づけられる。そ

れらは今 日では非公式・非公認の、半公式・半公認の、オルタナティヴな、アンダー

グラウンドの、反体制の、非合法の、パラレルな、地下の、反対派の文化などと呼

ばれている」(14)。社会主義時代のチェコスロヴァキアの芸術を検討 しているとき、

この種の傾向のもの(作 品、運動、態度など)を どういった言葉で指し示せばよい
～

のか悩むことがある。チェコ本国の専門家でもこのように列挙をするかたちで表現

をしているのをみるかぎり、厳密な用語法にはそれほど神経質にはならなくてよい

のかもしれない。

9

モ テ ィチ カは ジ ャ ズ ・セ ク シ ョンの音 楽 活動 につ い て さ らに この よ う に も述 べ て

い る。

ジ ャ ズ ・セ ク シ ョ ンの もっ と も重 要 な 貢 献 の ひ とつ は、 音 楽 の 世 界 で 起 き

て い る こ と をつ ね に把 握 しつ づ け て い る こ と にあ っ た。 す な わ ち1970年 代 半

ばの ジ ャズ ロ ッ ク革 命 と伝 統 に と らわ れ ない(オ ル タナ テ ィヴ)コ ンセ プチ ュ

ア ル な 舞 台 の 演 目、1980年 代 初 め の パ ンク ロ ッ ク、 そ し て1980年 代 半 ばの

ニ ュ ー ウ ェ イ ヴ と ミニ マ ル ・ロ ッ クの こ とだ 。 そ の 頃 を振 り返 って ハ ジマ は

ジ ャズ ・セ クシ ョン を 自由 な思 考 と文 化 の 直接 的 行動 の重 要 な プ ラ ッ トフ ォー

ム と呼 ん で い る。 ㈲

ジ ャ ズ ・セ ク シ ョ ンの 同 時代 の音 楽 に た い す る 基 本 的 な姿 勢 が どの よ う な もの で

あ った の かが よ くわ か る。 ここ に登場 す るハ ジマ とは、前 出 のバ ン ド、 エ クス テ ン

ポ レの メ ンバ ー で もあ った 、 シ ンガー でマ ルチ プ レイヤ ー の ミコ ラー シ ュ ・ハ ジマ

の こ とだ。 モ テ ィチ カ は この あ とハ ジマ のつ ぎの よう な言葉 も伝 え て い る。

私はいつも政治や芸術について同 じような意見を持った人びとのグループに

(】4)Alan
,``AlternativnikUltUrajakosociologick6t6ma,"19.

(15)Moty6ka
,"TheJazzSection:DisintegrationthroughJazz,"165.モ テ ィ チ カ 自 身 も 「チ ェ

コ ス ロ ヴ ァ キ ア に お け る 自 由 の ラρラ ッ トフ ォ ー ム 」 と し て の ジ ャ ズ ・セ ク シ ョ

ン に つ い て 論 じ た こ とが あ る 。Moty6ka,"TheJazzSection-APIatformofFreedom

inCzechoslovakia."
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惹 きつ け られ て い た。 よ くジ ャズ ・セ ク シ ョ ンと と もに活 動 し、 イベ ン トの組

織 や 書 籍 の販 売 や荷 造 りや他 の仕 事 の 手伝 い を した 。 国家 保 安 局 はい つ も私

の 活 動 を過 大評 価 して い た。彼 らは私 を憲 章77と ジ ャズ ・セ ク シ ョ ンのあ い

だの 連 絡 将校 とみ な してい た 。 ジ ャズ ・セ ク シ ョンが1984年 に と う とう解 体

させ られ て しま う と、 子 ど もが お もち ゃを取 り上 げ られ た か の よ う な、 心臓

の 一 部 を も ぎ取 られ た か の よ うな 感 じが した 。 ジ ャズ ・セ ク シ ョ ンは解 体 さ

せ られ たが 、 活 動 の 一 部 はつ づ い た。 た とえ ば トマ ー シュ ・ク シヴ ァー ネ ク

は コ ンサ ー トを企 画 しつづ け、 ジ ャズ ・セ ク シ ョンの先 行 す る活動 のお か げ で、

外 国 のバ ン ドは 出演 しつづ けて くれ た。 ⑯

ジャズ ・セクションの活動を通してみえてくる文化のありようは文化研究といった

枠組みを越えてさまざまなことを教えてくれる。その再評価はさらに時間をかけて

行なう必要がある。

10

最 後 に ジ ャズ ・セ ク シ ョンに か んす る、チ ェ コのふ たつ の ウ ェ ブサ イ トにふ れ て

お きたい(17)。

ひ とつ は、 偶 然 な が ら本研 究課 題 の研 究 期 間 に重 な る よ うに して チ ェ コで 開催 さ

れ て きた、 ジ ャ ズ ・セ ク シ ョン にか ん す る展 覧会 の ウェ ブ サ イ トで あ り、1971年

か ら1988年 まで の ジ ャ ズ ・セ ク シ ョ ンの活 動(コ ンサ ー ト、 編 集 ・叢 書 、 メ デ ィ

ア、訴訟 な ど)に か か わ る さ ま ざ まなデ ー タが ま とめ られて い る。 ジ ャズ ・セ クシ ョ

ンが どの よ うな もの で あ っ た の か そ の概 要 を知 る には た い へ ん 役 立 つ サ イ トで あ

り、 なか で もコ ンサ ー トと出版 にか んす るデ ー タはか な り充 実 して い る。展 覧 会 は

2016年1月 か ら2017年12月 まで の あ いだ に17個 所 を 回 り、 現在 も巡 回 中 だ とい

う。 なお、 サ イ トの管 理 人 を かつ て の メ ンバ ー 、 トマ ー シュ ・ク シヴ ァー ネ クが 務

めて い る。

も うひ とっ はチ ェ コの全 体 主 義 体 制研 究 所 の ウ ェブサ イ トに設 け られ た ジ ャズ ・

セ ク シ ョ ンの コー ナー で あ り、 展 覧会 のサ イ トとはか た ち は違 っ て いて も、 同 じよ

う に1971年 か ら1988年 まで の ジ ャズ ・セ ク シ ョンの 活 動 を丹 念 に記 録 して い る。

何 よ りも驚 か され るの は 、 「文書(ド キ ュ メ ン ト)」 と して ジ ャズ ・セ ク シ ョ ンの 会

(16)Ibi(1
.

(韮7)URLに つ い て は 巻 末 の リ ス ト を 参 照 の こ と
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報 とニ ュ ー ス レターが す べ て読 め る よ うに な って い る こ とだ。 本研 究 に取 り組 み始

め てか らい ろ い ろ と手 を尽 くして資 料 を収 集 した が、入 手 で き なか っ た もの もあ る。

会 報 とニ ュ ー ス レ ター に も欠番 が あ った が、しば ら く前 に この サ イ トを訪 れ 、ク リ ッ

クひ とつ で そ れ らが読 め る よ うに な って い る の をみ て、 しば し言 葉 を失 っ た。 も う

す こ し早 く公 開 して くれて い た らと思 わ ず に はい られ なか っ たが 、いず れ に して も、

これで ジ ャズ ・セ ク シ ョ ンにか んす る研 究 がか な りしや す くな っ た こ とは ま ちが い

ない。

こ う して み る と、 チ ェ コ本 国 に お いて もジ ャ ズ ・セ ク シ ョンの研 究 は まだ これ か

らな のか も しれ ない 。
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